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研究成果の概要（和文）：本研究では、高齢患者群と高齢健常対照群の比較で右内側眼窩回～直回で有意な血流
低下、左楔前部、海馬で有意な血流増加を認めた。全年齢患者群との比較でも同様の結果であった。患者群の内
服薬剤量との相関を見ると、各種向精神薬や、オピオイドの投与量と上述の血流変化部位の脳血流は相関を認め
なかった。非薬剤投与患者群とHC群の比較では血流低下部位は概ね同様であった。心因性を示す行動・心理尺度
(BS-POP)との相関は認めず、人格傾向の尺度との相関も認めなかった。観察された脳血流の変化は疼痛の慢性化
とその感情体験に伴う二次的な脳機能変化の可能性が考えられた。

研究成果の概要（英文）：In the present study, a significant decrease in blood flow in the right 
medial orbital gyrus to the straight gyrus and a significant increase in blood flow in the left 
precuneus and hippocampus were observed in the older patient group compared to the older healthy 
control group. The same results were observed in comparison with the all-aged patient group. In 
terms of correlation with the amount of medications taken by the patient group, there was no 
correlation between the doses of various psychotropic drugs or opioids and cerebral blood flow in 
the areas of altered blood flow described above. Comparison between the non-drug-treated patients 
and the HC group showed that the areas of decreased blood flow were generally similar. There was no 
correlation with the Behavioral and Psychological Scale of Psychogenicity. The observed changes in 
cerebral blood flow may be secondary to changes in brain function associated with chronic pain and 
its emotional experience.

研究分野：精神神経科学

キーワード： 心因性腰痛　身体表現性障害　転換性障害　ドパミン　モノアミン

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
慢性疼痛患者では、両側前頭前野で低下、両側小脳後葉で増加するとの報告や両側背外側前頭前野、両側内側前
頭前野、両側前部帯状回背側、右外側前頭眼窩野で低下するとの報告はあるが、精神医学的な視点に基づいた先
行研究は乏しい。本研究で対象とした身体表現性障害患者の脳血流変化部位は感情的刺激の処理や感情体験に伴
って賦活されることが知られている。そのため疼痛の慢性化に伴う二次的な脳機能変化を示している可能性が示
唆された。今回のように集学的に精査を経たうえで専門的に診断を下した身体表現性障害患者を対象にして脳病
態を解析した結果は大変貴重である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
高齢化を迎えた日本では認知機能の低下と身体機能の低下が大きな社会問題である。疼
痛は一般的身体症状だが、有訴者率の割合は年齢を重ねるごとに増える。身体機能が衰える
と腰痛を始めとした疼痛の訴えも増える
が、ストレスが重なった状況では特に疼痛
が慢性化して難治となってくる。心因によ
り慢性腰痛が出現する心因性腰痛は認知機
能の低下やその他の精神疾患が関与してい
ると推定されるが、その病態は不明なとこ
ろが多く、治療も難渋することが多い。本研
究では心因性腰痛に対する整形外科・精神
科リエゾン診療で身体表現性障害と診断さ
れた患者を対象に、その病態解明に寄与す
べく、疼痛を主症状とする高齢の身体表現
性障害患者の脳血流所見を検討した。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では心因性腰痛の病態を検討し、バイオマーカーの開発に寄与することを目指す。
心因性腰痛の治療現場では患者側は精神神経疾患が腰痛に影響しているという自覚には乏
しく、精神科を受診する動機付けが困難で整形外科やリハビリテーションの現場では患者
のみならず医療スタッフも苦労することがある。精神科への紹介を提案しても拒まれたり
紹介状を持たせても精神科を受診しなかったり、受診してもすぐに通院を打ち切ったりし
て、さらに別な整形外科やペインクリニックに通うドクターショッピングを繰り返し、治療
に乗りづらい経過の患者も見られる。福島県立医科大学の整形外科と精神科では，両科で診
療を継続する整形外科・精神科リエゾン診療体制が整備されており、整形外科から精神科に
紹介された時点で患者が感じる「見捨てられ感」を予防し、その後も整形外科のフォローが
続くために精神科通院からドロップアウトしてドクターショッピングを繰り返す行動を予
防できている。このような診療体制は全国でも稀で、この体制を生かした心因性腰痛の患者
群を対象にした研究を実施する。本研究により心因性腰痛に影響する因子を解明すること
で、治療法の開発への橋渡しが期待できる。 
 
３．研究の方法 
 
難治性の慢性疼痛を有する患者で、福島県立
医科大学の整形外科により詳細な器質因子の
除外をしたうえで、精神科医も診察し、複数の
整形外科医、精神科医及び多職種が参加するリ
エゾン診療でカンファランスを経て身体表現
性障害(F45, ICD-10)と診断された患者を対象
とした。診断を満たす高齢患者(66-82 歳)で脳
器質的疾患・頭蓋内手術歴、脳血管障害、変性疾患、認知症を有する患者は除外したところ、
34 例（男性 5 例、女性 29 例）となった。年齢を合わせた対照群(72-77 歳)は 12 例（男



性 6例、女性6例）であった。 
心因性疼痛患者の臨床評価を実施し、島津 HEADTOME- SET080 により単一光子放射断
層撮影（Single photon emission computed tomography、SPECT）データを取得した
(123I-IMP SPECT)。臨床指標には各種向精神薬や、オピオイド投与量も確認した。行動・
心理尺度としては、特に疼痛に関連する the Brief Scale for. Evaluation of Psychiatric 
Problems in Orthopedic Patients (BS-POP)、精神医学的評価に有用な Minnesota 
Multiphasic Personality Inventory（MMPI）といった精神医学的臨床指標を確認した。解
析はSPM 12 を用い脳血流画像解析を実施した。年齢、性別を共変量とし、有意水準は p = 
0.001 とした。 
 
４．研究成果 

本研究では、高齢患者群(Pt)と高齢健常対照群(HC)の比較で右内側眼窩回～直回で有意
な血流低下、左楔前部、海馬で有意な血流増加を認めた。全年齢患者群との比較でも同様の
結果であった。患者群の内服薬剤量との相関を見ると、抗精神病薬、抗うつ薬、ベンゾジア
ゼピン系薬剤、オピオイドの投与量と上述の血流変化部位の脳血流は相関を認めなかった。
非薬剤投与患者群とHC群の比較では、抗精神病薬 free (n=10)、抗うつ薬 free (n=28)ベ
ンゾジアゼピン系 free (n=12)、オピオイド free (n=26)それぞれで検討し、血流低下部
位は概ね同じ傾向であったが、血流増加部位は nが少ない抗精神病薬 free 群, ベンゾジア
ゼピン系 free 群でははっきりしなかった。MMPI、BS-POPとの相関解析では、MMPI のデ
ータが揃っている30名で検討したところ、血流変化部位の脳血流との相関は見られず、妥
当性尺度の得点が高く解釈に十分注意が必要な患者 5 名を除外して 25 名で検討しても結
果は変わらなかった。治療者用 BS-POP のデータが揃う 31 名、患者用 BS-POP のデータ
が揃う 29名の相関解析でも血流変化部位の脳血流との相関を認めなかった。 
脳血流変化については、慢性腰痛患者で両側前頭前野で低下、両側小脳後葉で増加すると
の報告（Nakamura, 2014）や慢性疼痛患者で両側背外側前頭前野、両側内側前頭前野、両
側前部帯状回背側、右外側前頭眼窩野で低下するとの報告（Honda, 2007）はあるが、精
神医学的な視点に基づいた先行研究は少ない。 
内側眼窩回～直回が含まれる腹内側前頭前野は、感情的刺激の処理や感情体験に伴って
賦活されることが知られている。慢性腰痛患者では可塑的な病態生理学的な変化が脳にあ
るといわれている（Apkarian AV., 2004）。急性疼痛から慢性疼痛へと変化する過程での脳
血流変化や分子・構造的な変化について示唆する先行研究（Douglas, 2011 など）がある。 



本研究では、高齢身体表現性障害患者の脳血流変化を解析し、右内側眼窩回～直回の血流
低下を認めたが、同部位に関しては、MMPI や BS-POP といった精神病理学的な臨床所見
との相関は認めなかった。身体表現性障害の病態そのものではなく、疼痛の慢性化に伴う二
次的な脳機能変化の可能性がある。精神医学的な診断での先行研究は乏しく、今回のように
集学的に精査を経たうえで専門的に診断を下した身体表現性障害患者を対象にして解析し
た結果は貴重である。 
疼痛が慢性化する症例には、身体表現性障害の他にうつ病、統合失調症、双極性障害、自
閉スペクトラム症など精神疾患の診断を受ける症例が混じってくる。うつ病など気分障害
は有病率が高いために社会的影響が大きく、生涯有病率が 1%程度と言われる統合失調症は
重症であるために社会的影響が大きい。精神疾患であった場合の影響を考慮し、精神科の診
断を再考し、まずは疼痛治療よりも背景にある精神疾患の治療が重要である。高齢の認知症
合併例を除外しても、統合失調症では若年症例でも認知機能障害を発症し、うつ病も認知機
能が下がるうつ状態がある。精神科診断がはっきりしても、表面に現れている疼痛などの非
特異的症状に振り回されずにエビデンスに基づいた治療指針を得るにはガイドラインを用
いた治療適応の検討が、患者さんの治療参加、共同意思決定のためには重要である。エビデ
ンスの確立された治療だけでは十分な改善が得られない患者も一定数存在するため、新た
なバイオマーカーの確立、診断分類の再考には病態解明研究を継続していく必要性がある。 
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ガイドラインの理解度向上の取り組み

統合失調症患者における抗コリン薬服薬中止達成に関する要因の後方視的解析

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第30回日本臨床精神神経薬理学会

第30回日本臨床精神神経薬理学会

D&I科学研究会（保健医療福祉における普及と実装科学研究会）第5回学術集会

 ３．学会等名

本山美久仁, 山田恒, 長谷川尚美, 三浦健一郎, 松本純弥, 稲田健, 渡邊衡一郎, 橋本亮太

長谷川尚美, 三浦健一郎, 松本純弥, 稲田健, 渡邊衡一郎, 橋本亮太

山田恒, 本山美久仁, 長谷川尚美, 三浦健一郎, 松本純弥, 稲田健, 渡邊衡一郎, 橋本亮太

安田由華, 稲田健, 飯田仁志, 古郡規雄, 堀輝, 長谷川尚美, 三浦健一郎, 松本純弥, 渡邊衡郎, 橋本亮太

第30回日本臨床精神神経薬理学会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

精神科レジデントに対する治療ガイドライン教育プロジェクト（EGUIDEプロジェクト）の効果の検討ーうつ病治療ガイドラインに沿った臨
床行動実践度の比較ー

精神科医療の普及と教育に対するガイドラインの効果に関する研究(EGUIDEプロジェクト)

精神科レジデントに対する治療ガイドライン教育プロジェクト（EGUIDEプロジェクト）の効果の検討-治療ガイドラインに沿った臨床行動
実践度の比較-

統合失調症薬物治療ガイドラインを用いたエビデンス・診療ギャップの検討について―精神科医療の普及と教育に対するガイドラインの効
果に関する研究（EGUIDEプロジェクト）より―

 １．発表者名

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第116回日本精神神経学会学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第116回日本精神神経学会学術総会

戸田亘, 松本純弥, 石井士朗, 板垣俊太郎, 大谷晃司, 青木俊太郎, 三浦至, 志賀哲也, 松本貴智, 菅原茂耕, 山國遼, 箱崎元晴, 渡邊宏
剛, 矢吹省司, 二階堂琢也, 渡邉和之, 加藤欽志, 小林洋, 伊藤浩, 紺野愼一, 矢部博興

松本純弥, 福永雅喜, 根本清貴, 越山大輔, 三浦健一郎, 岡田直大, 森田健太郎, 山森英長, 安田由華, 藤本美智子, 工藤紀子, 笠井清
登, 渡邉嘉之, 橋本亮太

國井泰人, 松本純弥, 泉竜太, 長岡敦子, 日野瑞城, 赤津裕康, 橋詰良夫, 齊ノ内信, 柿田明美, 矢部博興

國井泰人, 日野瑞城, 近藤豪, 和田明, 松本純弥, 丹羽真一, 瀬藤光利, 矢部博興

第116回日本精神神経学会学術総会

第116回日本精神神経学会学術総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

高齢の身体表現性障害患者における脳血流の変化

大脳白質の軸索の髄鞘化、大脳白質の成熟と、認知機能・社会機能の指標である労働時間との関連

統合失調症脳病態における脂質シグナル伝達の意義-死後脳研究

新規クロザピン結合タンパク質の探索―α/β チューブリンに対する相互作用

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第116回日本精神神経学会学術総会

第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP合同年会）

第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP合同年会）

横倉俊也, 青木俊太郎, 戸田亘, 松本純弥, 大谷晃司, 本谷亮, 上田由桂, 大西真央, 志賀可奈子, 川嶋彩花, 板垣俊太郎, 三浦至, 矢部
博興

村田篤信, 長谷川尚美, 山本智也, 三浦拓人, 三浦健一郎, 松本純弥, 古郡規雄, 沼田周助, 鬼塚俊明, 竹島正浩, 稲田健, 渡邊衡一郎,
橋本亮太

小宮偉吹, 長谷川尚美, 久保田智香, 三浦拓人, 佐藤英樹, 三浦健一郎, 松本純弥, 坂元竜馬, 村田篤信, 柏木宏子, 坪井貴嗣, 安田由
華, 稲田健, 渡邊衡一郎, 橋本亮太

堀輝, 古郡規雄, 長谷川尚美, 三浦健一郎, 松本純弥, 渡邊衡一郎, 稲田健, 橋本亮太

第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP合同年会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

気分障害が併存する慢性疼痛患者に対する集団行動活性化療法の試み

精神科領域における薬剤師の関わりの有用性評価を目的とした多施設共同研究

NCNP病院のうつ病治療におけるEGUIDE講習の効果～ベンゾジアゼピン受容体作動薬に着目して～

我が国の統合失調症治療における抗コリン薬処方調査：EGUIDE研究から

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP合同年会）

第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP合同年会）

第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP合同年会）

 ３．学会等名

沼田周助, 中瀧理仁, 長谷川尚美, 枝川令音, 江戸宏彰, 三浦健一郎, 松本純弥, 稲田健, 渡邊衡一郎, 橋本亮太

飯田仁志, 伊賀淳一, 長谷川尚美, 安田由華, 山本智也, 三浦健一郎, 松本純弥, 村田篤信, 稲田健, 渡邊衡一郎, 川嵜弘詔, 橋本亮太

長谷川尚美, 三浦健一郎, 松本純弥, 安田由華, 渡邊衡一郎, 稲田健, 橋本亮太

長谷川尚美, 三浦健一郎, 松本純弥, 安田由華, 稲田健, 渡邊衡一郎, 橋本亮太

第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP合同年会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

統合失調症とうつ病に対する治療ガイドライン教育プロジェクト(EGUIDEプロジェクト)におけるガイドライン理解度向上の取り組みとその
結果

うつ病のアンメットニーズ―精神科医療の普及と教育に対するガイドラインの効果に関する研究（EGUIDEプロジェクト）から得られた知見
―

統合失調症の薬物治療に対するEGUIDEプロジェクトの効果

うつ病の治療に対するEGUIDEプロジェクトの効果

 １．発表者名

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP合同年会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP合同年会）

山田恒, 本山美久仁, 長谷川尚美, 三浦健一郎, 松本純弥, 渡邊衡一郎, 稲田健, 橋本亮太

柏木宏子, 三浦健一郎, 松本純弥, 坂元竜馬, 竹田康二, 山田悠至, 藤本美智子, 安田由華, 山森英長, 池田学, 平林直次, 橋本亮太

松本純弥, 三浦健一郎, 福永雅喜, 越山太輔, 根本清貴, 大井一高, 岡田直大, 長谷川尚美, 山森英長, 安田由華, 藤本美智子, 鬼塚俊
明, 高橋努, 尾崎紀夫, 渡邉嘉之, 橋本亮太

松本純弥, 三浦健一郎, 坂元竜馬, 福永雅喜, 越山太輔, 根本清貴, 岡田直大, 森田健太郎, 大井一高, 長谷川尚美, 藤本美智子, 山森英
長, 安田由華, 笠井清登, 渡邉嘉之, 橋本亮太

第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP合同年会）

第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP合同年会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

統合失調症とうつ病治療に対するEGUIDEプロジェクトの効果：ガイドライン講習受講前後の治療行動の変化からの考察

暴力の既往のある統合失調症罹患者の、認知機能、精神病理、心理社会的背景の特徴

統合失調症患者と健常被験者における拡散テンソル画像を用いた大脳白質微細構造と認知機能、認知機能障害、労働時間との関連

統合失調症のbiotypeである認知機能障害と大脳白質統合性の関連

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP合同年会）

第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第4回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP合同年会）（招待
講演）

第43回日本神経科学大会

三浦健一郎, 松本純弥, 長谷川尚美, 藤本美智子, 山森英長, 安田由華, 橋本亮太

橋本亮太, 松本純弥, 長谷川尚美, 三浦健一郎

三浦健一郎, 吉田正俊, 藤本美智子, 山森英長, 安田由華, 長谷川尚美, 松本純弥, 橋本亮太, 竹村文

Hashimoto R, Matsumoto J, Hasegawa N, Miura K

The ENIGMA Consortium All-Hands Virtual Meeting（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

眼球運動特徴による自己組織化マップを用いた統合失調症の層別化

治療の指針となる診断法の開発研究の真のゴールとその道のり、シンポジウム１(指定演題)：精神疾患の画像所見は、臨床診断に使えるよ
うになるのか？

フリービューイング時のマカクサルの視覚探索行動：ヒトとの比較

Partnering International Consortium:COCORO

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第49回日本臨床神経性理学会学術大会

第49回日本臨床神経性理学会学術大会

第49回日本臨床神経性理学会学術大会

 ３．学会等名

青木俊太郎 戸田亘 菅野和子 大谷晃司 本谷亮 横倉俊也 松本純弥 板垣俊太郎 三浦至 矢部博興

青木俊太郎 戸田亘 菅野和子 大谷晃司 本谷亮 横倉俊也 松本純弥 板垣俊太郎 三浦至 矢部博興

松本純弥 戸田亘 青木俊太郎 板垣俊太郎 三浦至 石井士朗 大谷晃司 橋本亮太 紺野愼一 伊藤浩 矢部博興

戸田亘 松本純弥 石井士朗 板垣俊太郎 大谷晃司 青木俊太郎 三浦至 志賀哲也 松本貴智 菅原茂耕 山國遼 箱崎元晴 渡邊宏剛 矢吹省司
二階堂琢也 渡邉和之 加藤欽志 小林洋 伊藤浩 紺野愼一 矢部博興

第49回日本臨床神経性理学会学術大会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

疼痛と神経科学　疼痛と認知行動療法の研究

疼痛性障害に対する集団行動活性化の「痛み度」の変化に関する予備調査

疼痛と神経科学　疼痛と脳画像研究

心因性が疑われる高齢の慢性疼痛患者における脳血流の変化

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第10回福島運動器疼痛セミナー

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第49回日本臨床神経性理学会学術大会

板垣俊太郎 戸田亘 松本純弥 大西隆 伊藤浩 志賀哲也 松本貴智 青木俊太郎 三浦至 矢部博興

宇野洋太 工藤紀子 山森英長 藤野陽生 住吉チカ 安田由華 藤本美智子 勝元榮一 佐田あゆ 美 畦地裕統 椎野智子 松本純弥 三浦健一郎
嶋田貴充 片岡譲 髙橋潤一 森田健太郎 香月あすか 山本真江里 岡久祐子 肥田道彦 平野羊嗣 牧之段学 中瀧理仁 橋本直樹 大井一高 高
橋努 根本清貴 岸本年史 鈴木道雄 住吉太幹 橋本亮太

松本純弥 福永雅喜 根本清貴 越山大輔 三浦健一郎 岡田直大 森田健太郎 山森英長 宇野洋太 安田由華 藤本美智子 工藤紀子 畦地裕統
渡邉嘉之 笠井清登 橋本亮太

青木俊太郎 戸田亘 大谷晃司 本谷亮 横倉俊也 松本純弥 志賀可奈子 七海隆之 板垣俊太郎 三浦至 矢部博興

第５回CEPD研究会

第3回ヒト脳イメージング研究会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

成人の神経発達症のバイオマーカー　発達障害におけるMismatch Negativity(MMN)と脳画像解析の統合の試み

精神疾患における認知機能障害と社会活動時間との関連

DTIによる大脳白質の髄鞘化/成熟性の評価と社会機能の指標としての労働時間との関連

疼痛性障害に対する集団行動活性化療法

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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